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勃
.發
以
來
我
國
に
於
け
る
%

«
が
著
し
く 

，騰

貴

せ

.
る
R

も

拘

ら

_ず

勞
«

者
.の
賃
銀
が
其
劍
合
.に
.昂 

騰
せ
ざ
る
が
故
に
、
T

層
.社
會
の
*

が
生
活
雛
：に
製
は 

れ
で
居
る
と
論
ず
る
人
が
少
く
*

い
。
®

銀
は
開
戰
以 

後
今
日
迄
僅
炉
^

三
四
割
し
か
上
騰
し
て
居
ら
ぬ
の
:̂
‘ 

物
價
は
^

ニ
倍
に
暴
_

し
た
：結
果
ビ
し
て
、
收
入
め
增 

加
は
生
«

费
の
膨
脹
を
補
ふ
.に
足
ら
な
い
が
爲
に
、
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」

し
此
儘
.に
放
任
せ
ば
？
稲
々
の
忌
は
し
9

社
會
間
題
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.惹
起
す
る
に
相
違
な
い
^

云
ふ
0

}6
>
論
萆
の
悲
觀
說
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あ
る
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戰
以
來
物
價
が
*

騰
し
，，
2

が
同
比
例
に
.

#
.騰
レ
て
居
ら
な
：い
の
ば
：事
實
で
あ
るO

然
し
な
が
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此11

個
の
辜
實
を
前
.提
ど
し
て
：直
ち
に
總
て
の
勞
働
潘 

が
生
活
上
甚
だ
し
き
滕
逍
を
蒙
り
て
居
る
に
違
い
な
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ぐ
し
の
結
論
を
引
く 

$は
早
計
で
あ
るW

云
は
ざ
る
を
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な
い
。
勞
働
翁
の
賃
银
と
收
入VJ

が
全
然
同
一
の
も
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で
-あ
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又̂
物
價
が
十
削
騰
貴
す
れ
ば
、
生
許
费
も
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同
じ
く
十
割
增
加
す
る
も
の
で
、あ
れ
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論
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な
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を
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を
得
な
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あ
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反
し
て
賃
銀
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入
と
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必
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し
も
符
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せ
ず
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又
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な
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記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
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萆
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憤
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す
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ば
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物

赝
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開
i

昨

年

々

末

迄

に

十

割

方
上
騰
せ
る
に
、
賃
銀
の
騰
赀
率
は
僅
か
に
典
の
半
分 

に
も
達
し
な
い
の
で
あ
る
。
此
辩
實
が
即
ち
一
派
の
論 

漭
を
し
て
勞
働
*
の
生
活
難
を
薆
虛
せ
し
む
る
に
〒
；
つ 

た
原
因
に
外
な
ら
な
い
。

.-

.

勿
論
物
價
が
十
割
騰
貴
し
た
爲
め
に
、
.
生
計
费
が
同 

じ
く

倍
加
せ
る
に
も

拘

ら

ず
、
罾
_
潘
の
收
入
が
僅
斯 

に
.四
割
內
外
增
加
し
た
に
過
ぎ
すV

J

せ
ば
、

一.日
僅
 々

!

圓
程
の
賃
銀
を
受
く
る
勞
働
*
は
頗
る
慘
じ
め
な
狀 

態
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
 

前
揭
の
統
訐
に
表
は
れ
た
る
數
字
の
み
を
极
據
と
し
て 

.直
ち
に
勞
働
潘
の
生
ff
i

狀
態
に
就
き
て
斷
定
を
下
す
は 

當
を
得
た
る
こ
5

で
は
-̂

い
。
其
理
由
は
漸
次
項
を
改 

め
て
說
明
す
る
。
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と
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同
じ
く
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所
#5
に
依
り
て
衣
食
す
る
者
と
雖
も
、
 

官
公
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軍
人
、
學
校
敎
員
、
餵
行
會
社
員
等
の
如
く
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月
俸
又
は
年
俸
の
月
割
の
支
給
を
受
く
る
者
：の
一
ヶ
月 

間
の
收
入
は(

賞
與
及
年
末
手
當
等
は
姑
ら
く
度
外
す 

名
と
せ
ば)

其
月
俸
又
ば
年
俸
の
;j

割
^

同
額
で
.あ
る 

の
は
勿
論
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
'年
俸
千
ニ
西
圓
を
受
く 

る
或
■る
官
斑
の
月
收
は
當
然
百
圆
で
あ
る
云
ひ
得
る
0

: 

.

然
し
な
が
ら
、
大
工
、左
官
等
の
所
謂
努
働
者
の
如
く
日 

給
の
支
拂
を
受
く
る
卷
の
月
收
は
必
ず
し
も
日P

.

の 

一ニ 

十
倍
又
は
三
十
一
倍
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
東
京
市
內 

に
於
け
る
大
正
三
年
七
月
中
の
大
工
職
賃
銀
の
雄
均
は 

1
,'
M

十
五
餞
で
、
大
疋
六
年
十
こ
月
中
.の
平
均
は
一
圓 

四
十
錢
で
あ
つ
た
。
然
^

此
寒
實
ょ
ト
>し
て
直
ち
に
大 

正
三
年
七
月
中
の
大
工
の
平
均
收
入
が「

B1
ナ
五
餞
の
ハ 

.

H

十
一
倍
即
ち
三
十
五
個
六
十
五
餞
、
大
J E

六
年
十
二 

月
の
^

均
^

:
收
が
一
圆
因
十
耀
の
三
十
一
倍
即
ち
.四
十 

三
圓
四
十
餞
ざ
あ
つ
た
と
云
ふ
.己
と
は
出
來
な
い
o

如 

何
と
次
れ
ば
日
給
を
受
ぐ
る
勞
働
者
の
大
多
數
は
f t

事

k

就
き
し
日
に
.對
^
て
の
み
賃
銀
の
支
給
を
受
ぐ
る
の 

で
あ
る
か
ら
、
此
者
等
の
■月
收
を
細
ら
ん
と
欲
す
る
な 

ら
ば
、
.日
給
に」

，ヶ
月
中
の
勞
慟
日
數
を
乘
せ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。
要
す
る
に
、
賃
銀
は
單
に
串
で
あ
つ
て
收
入
で 

は
なs

。
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つ
て
0
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が
高
く
ミ
も
勞
働
H
數
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け
れ
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入
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と
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、
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入
も
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®
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上
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の
當
然
で
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る
。
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し
て
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實
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に
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て
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を
«
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に
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洲
戰
亂
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勃
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働
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少
な
か 

つ
た
の
で
あ
.る
が
、
昨
年
の
我
經
濟
界
は
未
曾
有
の
好 

景
氣
を
呈
し
、
各
方
茴
^
於
げ
る
勞
働
者
の
»

用
は
爲 

め
に
增
如
し
て
、
職
工
の
#
奪
戰
が
谷
地
に
行
は
れ
た 

の
は
未
だ
世
人
の
記
憶
に
新
た
な
る
事
實
で
あ
る
0
我 

.國
に
ば
就
業
又
は
失
業
に
關
ず
る
統
計
が
無
い
が
#
め 

に
、
疋
確
な
る
推
定
^

下
す
ザ」

と
不
^

®
で
あ
る
が
、
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從
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時
ょ
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著
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こ
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き
て
は
殆 

ん
ど
疑
を
容
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餘
地
が
あ
る
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ふ
。
假
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•
に
、
大
IE
H

年
七
月
中
に
於
け
る
東
京
市
內
の
大
工
の 

從
業
日
數
が
平
均
一
一
十
日
に
て
、
大
正
六
年
十
一
一
月
中 

の

湯

が

一ー
十
八
ロ
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
‘
開
戰
の
前 

.
月
中
に
於
け
る
大H

の
本
均
月
收
は
二
十
三
圓
で
、
昨 

一

年

十

二

月

^

の

平

均

月

收

が

三

十

九

圆

ー

1
十
餞
紇
な 

る
。
此
假
定
に
基
け
：ば
、
：大
工
：

S

賃
'率
は
三
年
四
ヶ
月 

ぶ
間
に
，一
圆
十
2?
.罾
ょ
り」

圓
目
+

餞
、；
即
ち
ニ
墊
一
分 

弱
騰
貴
し
た
S

ぎ
な
い
於
、
，其
^

入
は
六
割
五
分
以 

上
增
加
し
た
と
云
a

得
る
。

;

E

に
前
項
に
揭
げ
た
る
：0
:十
四
廊
の
赁
銀
中
下
男
及 

.
び

«

汕
造
職
の
日
給
は
月
給
の
.日
割
で
あ
る
が
、
他
は 

概
ね
實
際
上
の
日
給
で
あ
る
か
ら
、
全
部
假
办
に
事
實 

上
の
日
給
6

霸
做
し
、
：大
丁
：に
就
き
て
試
み
た
る
€
同

1

の
方
法
^

依
6

て
收
入
の
增
加
を
推
算
す
る
と
甘
ば 

大
芷
三
年
七
月
：.に
於
け
ぃ
る
此
等
1
一
十
四
秫
の：

勞
働
者
赉
の 

月
收
梁
均
は
'十
六
圓
十
六
錢(

H

給
八
十
錢
八
厘
の
二 

十
日
分)

ヽ
太
正
六
年
十
一
1
月
の
艰
均
は
三
十
11

圓
四
十 

:

苏
餞
ニ
原(

日
給一

圓
十
逛
錢
九
厘
の1

1
十
八
ロ
分
}
で 

|

あ
る
が
故
に
、
此
湖
間
に
於
け
る
收
入
の
增
加
は
約
十 

一
割
に
相
當
す
る
。

一

假

-
V

に
、
昨
年
十
一一

月
の
取
均
勞
働
日
數
が
ニ
十
五
.

へ
.日
で
あ
っ
たW

す
る
も
、
.平
均
收
入
が
ニ
十
八
圆
九
十
，
 

一
七
餞
五
：厘
に
.上
る
が
故
：に
、
增
加
率
は
尙
ほ
八
割
內
外 

|
‘
に

な

，る

。

勿

論

.
"勞
働
日
數
が
開
戰
當
時
ょ
り
本
均j

 

^

ケ
月
に
五
日
.乃
至
八
日
增
加
し
た
と
云
ふ
，」

と
に
就
き 

て
何
等
强
■き
根
據
が
あ
る
の
で
は
な
い
が
ヽ
勞
働
者
の
：
 

拂
底
の
事
實
ょ
6

推
し
て
•四
五
日
の
增
加
を
見
職
る
.は 

必
ず
し
も
過
當
で
は
あ
る

ま

い
o
.加
之
賃
銀
の
騰
貴
す 

る
主
な
る
原
因
は
勞
働
者
に
對
す
る
需
用
の
增
.進
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
此
事
實
ょ
b

抽
象
的
に
®

_
 

し
て
.も
勞
働
日
數
の
增
加
を
假
定
し
得
る
の
.で
あ
る
。

.

.若

し

果

し

て

然

ら

ば

、

眾

，に
.勞

働

者

の

®

率

が

上

昇 

し

た

の

み

で

な

く

、

其

收
A

も

增

加

し

て

居

る

^

云
ひ 

得

る

。

假
6

に

勞

働

日

歟

が
I I
®

前

ミ

同

一

で

あ

る

と 

し

て

も

旧

給

が

平

均

四

割

三

分

程

增

加

し

た

の

で

あ

る 

か

ら

、

勞
_

苕

の

月

收

も

夫

れ

丈

け

膨

脹

し

た

>
」

ビ

に 

1

.

0
然

る

に

上

述

の

如

く

、
仕

寧

が

激

堦

し

た

故

に

、 

.月

收

は

實

際

に

は

夫

れ

以

上

增

加

し

て

居

る

に

相

違

な 

.
K
'
此

堦

加

率

は

勞

働
H

數

が

I
.

ヶ

月

に

五
H

增

し

た 

k

す

れ

ば

八

割

、

八

日

增

し

た

と

す

れ

ば

、
十

割

に

栩 

當

す

，る
o

從

つ

て

假

卜

に

物
© *
が

十

割

騰

貴

し

た

結

果 

V
J

し

て

生

針

费

も

亦

同

比

例

に

堪

し
^

V

し

て

も

、
勞 

働

者

は

生

活

上

に

於

て

左

し

た

る

苦

痛

を

受

け

ざ

る

箬 

で

あ

る

。

況

ん

や

若

し

生

計

费

が
f

に

物

值

ノ
レ
同

比 

例

に

增

加

す

る

も

の

で

な

い

と

す

れ

ば

、.
勢

働

潜
の

：生

活
狀
態
は
寧
ろ
改
善
せ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
？
然
ら 

ば
事
實
生
計
費
は
物
價
に
對
し
て
AU
M

な
る
關
係
を
有 

す
.る
か
、
是
れ
吾
人
，の
次
に
硏
究
せ
ん
^
欲
す
る
間
題 

で
あ
る
。

四
，
物
價
祀
生
計
費 

1

般
世
人
は
物
價
が
或
る
期
間
に
ニ
倍
と
な
ら
ば
、
 

各
個
人
の
生
計
費
も
亦
約
一
一
倍
に
な
る
£
考
へ
て
居
る 

樣
に
思
ば
ル
る
。
又
經
濟
學
者
中
に
も
此
見
解
を
懷
く 

者
を
見
受
く
る
が
物
價
と
生
計
費
i

は
決
し
て
同
比
例 

に
增
減
す
る
も
の
で
は
な
，い
。
勿
論
、
物
®

が
：騰
貴
す 

れ
ば
、
生
計
费
も
.增
加
ず
る
。
然
し
な
が
ら
此
兩
潘
は 

同

j

の
比
例
を
以
て
堪
進
す
る
も
の
で
は
なS

。
如
何 

S

衣
れ
ば
、
物
價
は
云
..ふ
迄
も
な
く
貨
物
の
價
格
で
ぁ 

る
が
故
：に
、
物
價
騰
貴
せ
ば
、
各
個
人
が
其
の
購
入
す 

る
貨
物
は
對
し
て
支
狒
ふ
金
額
ば
'當
然
增
加
す
る
が
、

1

#|
入
が
生
活
上
必
要
彡
ず
る
ま
»

金
は
決
し
て
悉
く

館

十

二

卷

(

東
〇
九
> 

.雜

錄

物

俏

臌

货

と

4-
|!
*
设
と
の
關
係
に
對
す
る
誤
解
に
就
て
销
ra
號

1
〇
玉



龄
十
二
饴
$
1
0

物
價
騰
貴
と
生
訃
费
と'0
關

係

に

對

す

る

誤

解

に

就

て

粼

四

贼
 

ー
3

ハ

貨
物
の
»

買
の
み
忙
對
しy

支
拂
は
る
、
も
の
で
な
い 

か

ら

で

あ
る
。
個
人
が
生
計
上
支
出
す
る
金
額
の
中
.に 

M.
食
來
ロ
IH
、

衣

服

、

家
具
等
の
代
價
以
外
に
家

®
、

電 

雄

貨

、
郵
稅
等
の
如
き
貨
物
の
購
入
と
.は
性
質
を
異
に 

す

る

支

出

を

合

ん

で

ゐ

る

で

は

な

い

か

。

此
等
の
支
出 

は

物
價
が
騰
貴
し
て
も
增
加
し

な

い

こ
S

が
稀
で
は
な 

s

。
從

つ

て

物
價
が
十
糊

騰

,«
し

た

か

ら

と

云

a
.て
、 

直
ち
に
個
人
の
佳
計
喪
が
同
じ
く
十
割
增
加
し
た
と
速 

r
す

る

こ

と

は

出
來
な
い
；
の
で
あ

る

。

果

し

て

然

ら

ば

開

戰

當

時

ょ

ぅ

昨

年

十

二

月

迄

の

三
 

年

四

，ヶ

月

中

■に

於

て

物

價

は

娘

均

約

十

割

騰

»

し

た

が
 

勞

働

漭

階

級

の

家

計

費

は

如

何

•
程

增

加

し

た

で

あ

ら

ぅ
 

か

。
.此

增

加

率

を

奸

算

す

る

に

は

先

づ

前

提€

し

p

家
 

計

#

の

幾

何

が

食

料

品

喪

、

幾

何

が

家

賃

、

幾

何

が

旅
 

行

费

：

通

信

费

等

ビ

じ
.て

交

出

せ

ら

る

、
.も

の

で

あ

る
 

か

を

知

ら

ね

は

な

ら

ぬ
o
換

言

す

れ

ば

、
家

計

上

の

諸#

の
"間
_に
.於

り

る

比

例

を

檩

準
€

し

て

計
.：箅
す
る
.必
要
が 

あ
る
。
此
家
訐
費
の
：內
容
忆
對
す

る

硏

究

ミ

し

て

最

も 

葙
名
な
る
は
數
十
年
前
エ
ン
ゲ
ル
氏
の
試
み
た
此
例
表 

に
外
な
ら
.ぬ
。
氏
の
硏
究
に
據
れ
ば
獨
逸
ザ
ク

セ
ン
に 

於

け

る
富
者
、
中

流

並
に
勞
働
潘
の
1
1
1階
級
の
家
計
数 

の

秫

目

は

左

表

に

示

す

比

例

を

保

っ

て

居

っ

ね
0:

食

料

品

钗
 

衣

類

費
 

家 

贾 

薪
炭
及
燈
.火
毀 

数

育

役

0

生

双
 

励

勞

■
赀

窩
考
階
級
'中流
階
級
.勞働漭階級

l
° r
i

i

パ
^
 

一八
 

一八
 

一六
 

1 

ニ 

一ニ 

ニI 

ー五 

五

.

五
 

3L
•五

ニ

 

三 

こ
.

一

 

三 

ニ 

一

 

三。五

 

n
®

五 

一

'
合

計
 

ー
〇
〇
.

1〇

〇

1〇
〇

右
表
の
示
す
所
に
據
れ
ば
、
家
計
費
總
額
中
食
料
品 

费
の
割
合
は
富
者
階
級
に
於
て
は
五
割
、
中
流
階
級
に

於
て
は
五
割
五
分
、
勞
働
者
階
級
に
於
て
は
六
割一

一
分 

で
ぁ
づ
て
、
衣
類
费
は
前
二
階
級
に
於
て
.は
；一
割
八
分 

勞
働
漭
階
級
に
て
は
一
割
六
分
？
家
賃
：は
總
て
の
|®
.̂ 

を
’通
じ
て一

割
二
分
、
0

^
及
燈
火
#

も
各
階
級
五
分 

宛
にV

、 '

敎
育
费
、
租
稅
、
衞
生
養
、
動
勞
費
は
.殘
餘 

の
僅
少
な
る
WI
I

合
を
占
め
て
ゐ
る
が
、
此
阳
種
の
费
目
. 

の
割
合
は
當
漭
階
級
に
於V

最
も
高
く
、
中
流
階
級
に 

於
て
稍
々
低
く
、
勞
働
者
階
級
に
於
て
最
も
低S

。

斯 

ぐ
の
如
ぐ
、
食
料
品
廣
の
割
合
が
收
入
と
反
比
例
の
關 

係
を
有
し
、
敎
育
费
以
下
の
費
目
が
收
入
ビ
疋
比
例
の 

割
合
を
有
す
る
こ
と
を
エ
ン
ゲ

ル
の
法
則
^

名
け
て
ゐ

更
に
米
國
政
府
に
於
で
も
十
猶
年
前
エ
ン
ゲ
ル
の
硏 

究
R

基
き
て
同
國
內
R

於
け
る
收
入
ビ
家
計
费
の
構
成 

ビ
の
關
係
に
就
き
t

m

(r「

層
綿
密
な
る
調
査
を
遂
げ 

た
。
左
表
は
其
結
果
の
一
部
分
で
ぁ
る
。

保寒薪家衣食数 
噙具•踌m
料数徵賃設

割

合

<

四ニ•五四 
一四*〇四
 

一一
r

九五
..
 

四。一九
 三。四ニ

u
'
m
l

ニ
丄
ハ
七

一

-!
.
ハ
ニ

1

。
六
'0 

T

五
八

赀

22

煙
.

車

毀

. 

食

贽
 

畓
物
、新
閗
紙
代 

燈

火

毁 

信

教

钹 

租

税

‘

窓
善
的
锦
附
金 

其他
-' 

甜
R

0

合
 % 

一
•
四

ニ

7

1
七 

7

0
 九 

1

*
〇

六 

•
九

九
 

©
七

五
 

とn

一 

五

*
八

七

藥

代

及

葬

忒

毁
 

,
酒

類

赀 

:

娘
，
樂
毀

嵐

愤

R

'

T
五

八

合

.' 
計

-
0

0

6

0
 

■

右
表
の
示
ず
所
に
、據
れ
ば
、
*米
國
に
於
け
る
家
钟
费

中
家
賃
ビ
薪
炭
燈
火
費
と
'の
割
合
は
獨
逸
に
於
げ
る
同

費
目
の
莨
分
比
例
ビ
略
ぼ
同
ニ
で
あ
る
が
、
食
料
品
費

の
比
例
は
著
し
く
低
く
、'.他
の
諸
費
は
頗
る
高
き
割
合

を
保
つ
て
ゐ
る
，
此
雨
硏
究
中
米
國
：.の
調
赍
は
餐
目
‘の

分

類

が

細

微

で

あ

る

點

に

於

て

エ

ン

ゲ

ル

の

統

計

ょ
&

も
饞
つ
て
居
る
が
爲
め
に
、
東
京
市
內
に
於
け
る
勞
働

漭
の
家
計
費
の
增
加
を
推
算
す
る
に
用
ゆ
る

.

標
準
ビ

し

妨
十
ニ 
卷

(

3L

1V
T)

物
似
騰
货
と
也
計
伐
と
の
關
係
に
對
す
る
誤
解
に
就
て
第
^
脱

1
0
七



r
n
.
m
r
L
r
.
,
r
^
.
.
.

變

邏

物
怊
臟
货
と
也
計
役
と
の
關
係
に
對
す
る
誤
解
に
就
て

化
毫

て
米
國
の
家
計
«

目
11
分
*

例
表
を
選
擇
す
る
方
が
K
 

宜
で
は
‘あ
る
が
、
奈
何
せ
ん
我
國
民
の
生
活
狀
態
.は
米 

國
人
の
夫
れ
と
は
大
に
異
れ
る
點
が
尠
く
な.

い
が
故
に 

米
國
の
：標
準
5:
用
ゐ
て
蜋
し
て
班
猶
な
る

結
果
を
得
る 

か
否
や
は
聊
か
疑
間
^

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
な
が
. 

&
、
我
國
に
は
米
國
政
府
の
試
み
た
る
が
如
き
大
規
模 

の
家
|̂
费
に
關
す
る
調
査
の
行
.は
れ
れ
こv

j

が
な
い
。

唯
一
つ
a

に
,
杳
の
期
間
も
短
か
く
其
規
模
も
颇
る
少 

3

い
が
、信
賴
し
得
る
に
足
：る
家
計
®

の
硏
究
が
あ
る
。
 

是
れ
は
束
京
帝
國
大
學
の
統
||
學
敎
授
高
野
岩
三
：郞
博 

士
の
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
つV

、『

金
井
敎
授
在
職
一
一 

十
五
年
記
念
最
近
社
會
政
策』

;'
に
於
て
發
表
：さ
れ
て
ゐ 

る
o
同
敎
授
は
大
疋
五
'¥
3/
:
月
中
同
敎
授
の

依
鴨
C

基 

づ
きV

 

ニ

十

名

の

妻

帶

せ

る

..勞

働

潘

が

綿

密

に

記

人

せ
 

し
-家
^

簿

を

根

據€
し
.て

家

許®

の

百

分

比

例

を

.

*|
翁
 

冷
れ
介
の
で
ぁ
る
。
此j

ー
十
人
の
勞
働
者
は
鐵
ェ
；隖
戰

エr  .

機
槭
製
作H

場
職H

並

に

離

謨

エ

場

職

エ

が

三

人
 

宛

：
、

木

H
H

場
職
工
が
ニ
人
？
製
釘H

場

職

造

船
 

所
職
工
、
電
氣
職
X
、
瓦
斯
#
社
機
關
職
X
、
織
物
エ 

場
職
エ
並
に
理
髮
業
者
が
各一

名
宛
'で
あ
っ
て
、
悉
く 

東
$
^
£內
若
し
く
は
，近
郊
は
居
住
じ
て
.居
つ
た
*

で
.あ 

る
。
此
ニ
十
所
帶
の1

ヶ
月
間
の
家
計
费
の
總
針
は
五 

百
五
十
七
圓
五
十
六
«

1j

厘
郎
ち
：伞
均1

所
帶
の
生
計 

«

は
一1

十
七
圓
八
十
七
錢
A

厘
'で
あ
る
が
、
高
■

博
士
：
 

は
此
家
計
费
?:
左
の
如
く
分
析
さ
れ
て
ゐ
る
。
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燈
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湯
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七
五
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八
七
茧

®
ニ
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ニ 

■ 
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1
1
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八

1

,
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*
望

ニ
七
•
八
七
八

右
表
に
禾
す
が
如
ぐ
、
' •

硏

究

材

料

は

僅

か

一

一

十

所

帶 

.に
限
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
费
目
の
分
類
は
頗
る

細
密
で
あ 

，
つ

て

、
.
物

價

騰

貴

に

伴

ふ

家

計

费

0
膨
脹
を
推
算
す
る 

標
準
ミ
し
て
は
.此
硏
究
は
調
独
な
も
の
で
あ
る
と
云
は 

へ

ざ

る

を

得

な

い

。

吾

人

は

是

れ

ょ

り

進

ん

で

此

調

'
^
を 

M

f

し
て
衆
京
市
內
に
於
け
る
勞
働
者
の
家
計
費
が 

.開
戰
後
如
何
程
膨
脹
せ
し
か
を
推
算
せ
ん
ビ
欲
す
る
の 

で
あ
る
。
然
る
に
右
に
^

ぐ
る
高
野
敎
授
の
家
計
费
0 

統
計
は
大
JH
3£
ギ
$

艿
中
に
記
入
せ
.し
家
計
簿
を
#

㈣
 

v
j

せ
る
も
の
'で

あ

る

が

故

に

、
'
歐

洲

戰

亂

以

故

昨

年

十
 

.一I

月
迄
に
東
京
市
に
於
け
る
勞
働
者
の
家
計
費
の
膨
服
. 

率
を
知
.，る

に

.

>.:

先

づ

前

揭

の

艰

均

家

訐

费

を

標

準

と

し
 

て
大
1
1
1
年
七
月
中
並
に
大
蓝
六
年
十
ニ
月
中
忙
於
て 

前
出
ニ
十
世
帶
が
生
計
の
爲
め
に
平
均
幾
何
を
支
出
し 

た
か
を
推
算
し
、
然
る
後
此
爾
推
定
平
均
支
出
額
を
比 

較
す
る
を
要
す
る
。
而
.，し
て
、
.此
推
算
を
試
み
る
に
^

物
似
聰
货
と
小
奸
赀
と
の
關
係
に
斜
す
名
諛
解
に
就
て
m
M
m 

i

〇
九

r i % >  レ



第

十

二

怨

S

一
四)

雜

錄
當
騰
货
と
生
裝
と
の
關
係
に
對
す
る
誤
解
に
就
て
銷
四
號
ニ
〇

&
て
：

予

は

左

の

方

法

を

採

る

こ

ビ

に

定

め

'/
2
。

1

、

物

質

は

前

述

の

如

く

_

戰

以

後

昨

年

十

ニ

月

末
 

迄
に
約
二
倍
に
騰
資
し
た
が
、
高
野
傅
士
が
勞
働 

者
の
家
»
费
を
調
靈
せ
し
大
正
五
年
五
月
に
は
物 

價
は
東
洋
經
濟
新
報
の
物
價
指
數
に
據
れ
ば
大
疋
.

| 

三
年
七
月
に
比
し
て
約
厕
割
四
分
騰
貴
し
て
居
ク 

た
。
.然
し
な
が
ら
、
針
算
5r
筒
為
明
瞭
な
ら
し
ひj 

:

る
爲
め
に
、
物
價
は
開
戰
後
大
正
五
年
五
月
迄
に
ノ
 

五
割
騰
貴
し
、
其
後
昨
年
十
二
月
未
迄
に
更
に
五j 

割
昇
騰
し
.た
％
の
と
看
做
し
、
此
割
合
を
以
て
貨 

.

物
購
入
费
を
改
算
し
て
、
開
戰
後
三
年
四
ヶ
月
間
.

. 

:

.に
各
費
目
が
幾
何
膨
脹
せ
し
か
を
推
計
す
る
。

_

'
:'•
但
し
米
類
に
對
す
る
支
出
は
他
の
買
物
に
對
す 

る
支
拂
ょ
々
打
離
し
て
計
箅
す
る
。
米
類
に
は
白 

米

以

外

に

小

麥

粉

ヽ

小

显

等

を

含

む

で

居

る

の

で 

あ
ら
う
が
、
此
等
の
購
入
费
は
米
穀
め
購
買
费
に
.

比
し
て
至
極
少
許
.で
あ
る
を
常
ビ
す
る
が
故
に
、
 

其
費
目
が
：全
部
白
米
の
購
入
費
で
あ

る

ヾ

し

®

^

し
 

て
計
算
を
就
み
る
：̂
ど
ミ
ず
る
。
扨
て
東
京
市
內 

に

於

け

る

中

等

泥
'#
搗

白

米

小

賣

相

場

は

友

の

如
 

く
變
動
し
て
ゐ
る
。
■ 

'

、

. 

I

石

愤

格

.割

合

. 

大正三牟七月平均ニ

o
er
a
四

九

ニ

}
三
*

.

同

.五
年
其
月
平
均
一
六
。ふ
ハ
四 

一
0
0
6 

同
.六
年
十U

方

下

句

ニ

九

H

ハ〇

一
七
七
•七

米
類
に
對
す
る
各
期
の
支
出
は
此
割
合
を
以
て
推 

算
す
る
こ
S
に
定
め
れ
。(

註
.

)

註
、
米
僙
か
斯
く
め
如
く
他
の
物
惯
ょ
リ
引
離
し
て
白
米
に
對 

す
る
支
出
の
增
诚
か
獨
立
に
針
出
す
る
は
貨
物
購
入
毁
膨
脹
 ̂

の
計
算
方
法
の
統
一
か
破
る
も
の
で
あ
る
と
の
非
難
が
あ
る
か 

も
測
ら
れ
^

い0
殊
に
、
他
の
货
物
の
間
格
は
開
戰
後
平
均
十 

割
騰
貴
し
た
と
假
定
せ
ろ
に
、

■

米
债
0
騰
貴
率
か
ぱ
右
表|:
示 

.

す

が

如

く

四

割

四

分,

と

し

て

白

米

：
の

購

入

赀

の

擀

诚

4
計
黧
す
る
戊
故
1:
に
家
計
費

P/J:

の
膨
服
_

か
低
位
に
計
出
せ
ん
ミ
す
る
の
木
常
の
一策
で
あ
る 

と
姐
ふ
人
が
あ
る
や
も
知
れ
な
い
。
然
し̂
が
ら
、
予
の
用
ひ 

た
る
方
法
か
採
ら
す;1
,
て
、
來
愤
の
騰
貴
率4.
他
0
物
倒
と
同 

機
十
割
と
し
て
訃
算
せ
ぱ
、.自

来
|:
對

す

る

文

出

か

過

蜇

|-
推 

算
す
る
こ
と
に
^
る
。
如
何
ミ
^
れ
ぱ
、
米
值
は
實
際1:
は
四 

削
四
分
以
上
騰
歲
し
てM
ら

»
か
ら
で
あ
る
。

.
論
漭
或
は
他
の
貨’物
に
此
し
て
職
貴
率
の
低’会
米
價
^
物
惯 

ノ
指
數
ょ
リ
引
離
す
上
は
他
の
貨
物
の
腿
入
敬
の
增
诚
か
計
出
す 

名
爲
め
に
は
®!
際
の
物
倒
指
數
か
其
儘
襟
準
と
し
て
用
ゆ
る
こ 

と
は
出
來
な
い
の
で
あ
つ
て
、
米
悦
を
除
さ
て
作
製
せ
る
指
数 

.̂
用
ゐ
ね
ぱ
^
ら
ぬ
と
主
艰
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
見
解
は
. 

勿
論
正
當
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
本
篇
に
於
て
使
用
す
る
來
洋 

細
濟
新
報
の
物
惯
指
數
は
米
穀
以
外
九
十
六
種
の
貨
物
の
價
格 

^
截
礎
と
し
て
作
製
せ
る
も
の
で
あ
る
か
レ
、
其
中
米
穀
が
除 

外

さ
る
、
も
、
又
除
外
さ
れ
ざ̂
も
、
結
银
に
於
て
は
西
分
の 

1
以
下
の
相
違
‘
來
す
1
1過
ぎ
な
い
が
故
|:
、
予
は
假
リ
I:
来 

似
の
除
外
が
指
數
に
何
等
の
影
響
な
吾
も
の
と
獠
做
す
こ
と
に 

し
?:
の
^

^
る
。

.

： 

'

1、

着

■

の
中
煙
萆
は
昨
年
十
二
月1

日
平
均J 

割
七
分
內
外
値
上
.け
せ
ら
れ
た
故
に
、
大
疋
三
年 

七
月
中
の
.煙
草
盤
は
大
正
五
年
五
月
中
と
同
一
で

あ
つ
た
S

假

定

し

、
.
大

正

六

年

十

一

一

月

に

對

し

て 

の
みj

割
七
分
を
加
算
す
■る
。

1

二
、
家
賃
に
就
§

て
正
«

な
る
員
申
を
得
る
は
©

_
 

で
あ
る
が
、
大
體
に
於
て
最
近
に
新
築
せ
し
貸
家 

の
家
賃
は
.以
前
に
比
し
て
著
し
く
高
率
な
る
も
、

.

物
價
暴
騰
以
前
に
«

_
せ
ら
れ
し
畠
員
の
_
«
は 

改

正

せ

ら

れ

た

ヒ

し

て

：
^

概

ね

開

戰

前

に

比

し

て
 

五
分
乃
至1

1
三
割
の
値
上
に
過
ぎ
な
い
欉
で
あ
る 

加
之
、
從
前
ょ
り
引
續
き
て
同
一
家
屋
に
居
住
せ 

る
店
子
に
對
し
て
ば
絕
對
に
家
賃
の
增
額
を
要
求」 

せ
ざ
る
家
主
も
'少
く
な
い
0

故
に
家
賃
は
艰
均
二 

割
値
上
げ
さ
れ
た
も
の
t

假
定
す
る
。

.

四
、
炭
薪
、
燈
火
费
の
半
宿
は
炭
薪
費
殘
ぅ
の
华
類 

は
®
燈
料
と
假
定
す
る
を
^

げ

な

い

で
あ

ら

ぅ

？

.
而
し
て
炭
薪
费
は
第
ニ
の
方
法
に
依
6

て
推
算
す 

る
が
®

燈

料

は

本

年

一

、

月
よ
b
改
正
に
な
つ
た
の

餌
十
二
饴

o
?
n

玉〕

雜

錄

物

愤

腿

货

と
生
の
關
係
に
對
す
る
賧
解
に
紈
て
第
四
啟

»肩_-»



画

で
あ
る
か
ら
、
昨
年
十
一|

月
迄
は
猶
減
な
&

も
の 

S

假
定
す
る
。
.

•

五
、.
炉
凝
、
理
髮
、
石
鹹
ヽ
紙
類
の
半
湖
は
輝
；髮
费
、
 

他
の
华
额
は
'
湯
錢
、石
驗
：、
紙
類
费
ど
す
る
。
■
潘 

は
前
揭
第
.

一

の
方
法
に
依
り
て
處
分
す
る
が 
> 

理

| 

&

4 *

は
大
疋
五
#

5 .

月
迄
に
，|
割
騰
貴
し
、

»

後 

M

に一

割
値
上
さ
れ
た
マ
し
假
定
す
，る
0

六

、

藥

代

は

最
近
ニ
割

乃

至

三
割

.の
値
ト
¥

行

ふ

た

.
！
 

處

も

ぁ

れ

ば

、

全

然

値

上

を

行

は

ざ

る

處

も

あ

る 

が

故

に

、
大

正

五

年

迄

は

一

割

、
其

後

風

に 

一
0
y 

壻

加

し

た

ど
看
倣
す
o 

,::
.

\

七
、
育
53
费
の
半
额
は
學
校
*

、年
额
は
小
兒
小
遺
、
一
 

玩
具
猓
ビ
す
る
:0
;
後
渚
は
第
一
：の
方
法
に
依
り
計 

箅

す

。

前

者

は

大

疋

：五

年

五

月

以

後

11

割

增

加

し
 

た

と

假

定

す

る

。
.
.
；

:八
>(

.交
撖
费
の
全
部
を
電
取
賃
と
看
做
し
、
勞
働
者
.
-

:

物
愤
職
货
と
生3

S

毀
と
の
期
係
に
對
す
る
談
解
に
就
マ
第
四
诚

ヵ
.雜
：:1
:

'»
弓
電
車
を
.利
用
す
る
.も
の
'̂:
せ
^
、
 ̂

正
五
年
七
月I

日
に
割
引
往
復
電
靡
賃
が
從
前
.の
. 

五
錢
ょ
*

七̂
錢
に
値
上
せ
ら
れ
た
が
故
に
、
交
迅 

费

仗

大

疋

三

年

七

月

.ょ

り

大

正

五

年

五

月

迄

增

減
 

な
く
其
後
四
割
膨
脹
し
た
ミ
假
定
し
得
る
。

九

、

通

信

費

の

全

，部

を

郵

稅

と

看

倣

す

ビ

せ

ば

A

郵 

栊
は
调
戰
以
後
改
正
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
§
故
に 

通
信
费
に
は
變
動
な
し
と
假
定
す
る
は
不
當
で
は 

あ
る
ま
い
？

十
、
會
费
、
寄
附
金
、
衛
生
费
も
開
戰
前
ビ
昨
年
末 

と
の
間
に
#

動
な
し
^
.假
定
し
^

る
。

十
一

、
交
際
費
中
贈
答
品
#

及
び
來
客
费
は
物
價
騰

'
貴
の
影
響
を
蒙
る
可
き
も
、
香
獎
は
現
金
を
钶
少 

るV」
せ
ば
增
減
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
が
^
 

に
、
交
際
费
は
大
JE
五
年
五
月
迄
は
三
糊
增
加
し 

其
後
觅
R

三
割
膨
脹
し
/a
V
J推
宛
す
る
。

画

^

^

^

i
i
蒙

^

ミ

十

二

、

享

樂

身

中

半

織

は

新

聞

代

、

半

額

は

娛

樂

費 

.

と

し

、
後

者

は

第

1
: 0
方

法

に

依

り

て

推

算

し

、 

新

聞

代

は

大

J E
五

年

五

月

迄

に

二

割

、

其

後

.ニ
割 

引

上

げ
'?
>
れ

た

ど

假

定

す

る
0
'

:

、

'

十
三
、
雜
费
は
物
傭
と
同
比
例
に
增
加
し
^
も
の
と 

看
做
す
。

十
四
ヽ
負
偾
費
は
借
财
の
元
金
償
却
及
び
刺
子
を
合 

.

む
名
の
な
る
が
、
.假
々
に
債
務
金
類
に
增
減
な
し 

S

せ
ば
、
少
額
貸
付
に
對
す
る
.利
子
步
合t

i

開
戰 

以
後
大
體
に
於
て
變
化
な
き
を
以
て
、
此
®

用
'に 

は
變
動
を
生
せ
ざ
b

b
も
の
^

叚
定
す
。
'

V

以
上
十
數
個
の
假
定
若
し
ぐ
は
方
法
に
侬
0

で
、
大 

正
五
年
五
月
中
の
實
際
の
*

用
を
標
準
€
し
て
大
正
三 

年

七

月

中

並

に

六

年

十

二

月

中

の

家

|+
#

を

推

鐵

せ

铋
 

左
の
如
く
で
あ
る
。

赀

一
所
#

〗

ヶ
ヵ
平
均
支
.出

頟

,

\ 

^
~
|
B
-
-
- 
_「
-_
I
P
-
I
-
-

1

■

大
正
3£
年大述
三年大
正六年
 五

月
七
”
十二月

第
十
二
#

(

五
1
七〕

雜

0

(

一5

米
！
.類

数 

市
«

£

六 

0

W
媸萆散

■ 

• 

o
五三
四

- 

(

三)

典
他
食
"i

敬

.

五
®
七
八11

|

'(

四〕

篆
：

K 

.
四
9四
七
1
.
1 

(

五
}
家

具

類

毁 

.。四
v
£ 

(

六)

炭

^

趿 

。
八
五
丄
ハ 

(

七
：

燈火馊.

入
芄
六

 

(

八)

被
服
、
身

廻

品

赀
r
T
o九
〇 

(

九〉

魄
；
襞：
赀.

。
五
三
ニ

 

C

十
、■湯
^

石

敝

紙

類

毁

：

o
'i
s

H
ニ
. 

(

十
一)

藥

代

：

T
i ニ
四
 

(

十II)

#.
校
.
贽 

'
。
四
六
〇 

(

十

:3
峯

校

.毁
以
外
0
小

免

毁

西
4ハ
0 

(

十
四
^

M

段

<*

七
〇
}.ニ 

(

十
五)

通信

.
毀

•
 

®
1
H ;
四 

(

士

ハ

會

毁

、
寄
附.金

黎

,

•
*-
*
七
五
.

.
(

t
七)

次

際

：
弊

.
。
八
七
 ̂

(

十
八)

娛

樂

毀

.「

八
ブ 

'

(

十
九 
ー_

聞

紙

代

•

八

|

物
似
臌
赀
と
生
計
钹
と
の
腕
係
に
對
す
る
誤
解
に
就
て
笫

四

號

六
。
四
；

§
1 

©
3£
三
四 

三
。
八
玉
五 

四
•
四
七
二 

。
二
八
三

 
。
3£
七
ー 

0八
：五
六 

7
三
九
三 

•
四
八
四
’

-°
.ニ
五

3£

一
。
一
〇
四
.
 

•
四
六
〇 

0
H
0
七 

9七
〇
三 

M

三
四 

H

七
泜 

。
六
七
三 

こ
ニ
ー 

.•

五一

九
0

ニ
八
七

土
ハ
l
i
.at

七
*
七 

一

0 

五
•
三
六
七 

。
五
六
六 

一
。一

四
ニ

ニ
•
七
八
山
ハ

93L
八
五

©七

！
〇 

1

*
三
三
瓦

、
卷

！

•
六
一
四 

*

九
八
四 

« 

J
H四 

• j

七
邡 

T

1

H八 

i

四
ニ 

叉H

七
■



第
个
ニ
怨

(

五
一
八)

雜

錄

物
愤
騰
貴
と
生
計
数
と
、
の
關
係
：

i

對

す

る

誤

猫

に

彿

て

第

四

观

j

一
四

2

十)
雜
、毁

 

S

屮一
S

愤赀

•七

三

八

•
四
九
ニ 

6

五

！

T
四

五一

。
九
八
四

1

•
四
五
一

合

.

11
*

二
七
•
八

七

七

ニ

五

。
〇
0
七

三

七

。
四
六
〇

;右

^
に
示
す
M
に
據
れ
ば

、

歐
洲
戰
亂
勃
發
の
前
丹 

た
る
大
正
三
年
七
月
の
家
針
«
は
平
均
ニ
十
五
圓
七
厘 

な
り
し
^
、
昨
年
士
ー
月
に
は
三
十
七
圆
四
十
六
錢
に 

猶
加
じ
た
。
其
差
は
十
一
画
四
十
五
錢
三
厘
で
、
四
割 

九
分
八
厘
に
相
當
す
る
。
，換
言
す
れ
ば
、
.東
京
市
內
の 

勞
働
考
の
家
計
费
は
、
若
し
吾
人
の
設
け
た
る
種
々
の 

.假
定
を
許
容
す
る
ど
せ
ば
、
、開
戰
後
昨
年
十
二
月

迄
の 

‘
III

年
四
.ヶ
月
中
に
約
.五
割
#

加
し
た
の
で
.あ
る
。
此
期 

;
間
內
に
物
價
は
約
十
割
騰
貴
し
た
に
拘
ら
ず
、
生
計
費 

は
其
半
額
丈
け
增
加
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。

若

し

果

し

て

然

す

れ

ば

？

假

り

に

勞

働

苕

の

月
 

收
が
m

k
賃

銀

の

«
'*
n
と
^

一
 

比

例

を

以

て

膨

1J
I
し

た
 

に

®
ぎ

す

ビ

す

る

も

、
勞

働

者

は

物

價

騰

貴

の

爲

め

に

生
活
上
.殆
ん
€

何
等
の
打
擊
を
蒙
ひ
て
居
ら
ぬ
^
推
定 

し
得
る
と
思
は
れ
る
。.
如
何
ど
な
れ
ば
、
上
：文
に
於
て 

指
摘
せ
る
が
如
く
、；
賃
銀
は
康
京
市
內
に
於
て
_
戰
以 

後
平
均
四
割
三
分
內
外
昂
騰
せ
る
が
故
で
あ
る
。
£
し 

や
、
前
述
の
如
く
、
j
«
經
濟
界
の
上
景
氣
の
爲
め
に 

勞
カ
の
需
要
激
增
し
、
勞
働
者
の
從
業3

!

數
增
加
.せ
る 

結
果
ビ
し
て
其
の
月
收
は
賃
率
の
增
進
以
上
の
割
合
を 

以
て
膨
腺
し
た
R
S:
い
^

い
の
'で
^
る

か

ら

、

首
府
に 

於

.け

る

务

働

者

の

生

計

は

槪

し

て

改

善

さ

れ

て

ゐ

る

と
 

推
定
す
る
を
妨
げ
な
い
。

.

五

勞

慟

者

の

生

活

難(

？)

上
文
に
■

«

せ
る
が
如
く
、
吾
人
の
設
け
た
る
假
定 

に
基
き
て
推
算
せ
る
所
に
據
.れ
ば
、.
勞
働
者
の
生
.活
狀 

態
.は
物
價
騰
貴
：の
惡
影
響
を
蒙
る
ミ
ど
な
く
、
寧
ろ
開 

戰
後
幾
分
か
改
善
せ
ら
れ
た
に
相
違
な
い
と
の
結
ft
を 

.，下
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
實
際
^
は
果
し
て
勞
働
者
の
.

I1 i

s

II
I

1
'

物
質
的
幸
藤
か
大
正一 .j

一
年
以
來
#

進
3

れ
て
ゐ
る
で
あ 

.
ら

ぅ

か
。
是

れ

吾
人
の
知
ら
ん
ど

欲

す

る

所
で
，あ
る 

が
、
此
問
^

を
«

決
す
る
に
は
：貯
蒂
、.
嫂
樂
费
、
犯
罪 

’件
數
等
.の
«
計
を
拨
;/
|

ず
る
.乙
と

を

^
す
；る
も

、
.卞
年 

，
十
一

一

月

に

對f
る
此
绦
の
統
計
の
多
ぐ
.は
.：未
だ
發
表
.さ： 

♦れV

届
ら
ぬ
が
故
に
、
遺
慽
な
が
ら
诳
確
な
る
比
較
を 

試
み
る
乙
S

は
.，不
可
能
で
あ
る
。
唯
#.
料
の
許
す
範
圍 

丨
.於
て
左
に
'-
*
ニ
ニ
の
事
實
^

列
靡
し
.て
勞
働
«
.の
.物
質 

的
幸
福
を
推
定
す
る
檩
準
$

じ
度
い
o

;

.一
ノ
郵
便
貯
金
は
大
正
こ
申
ま
^

ー
億
九
千
六
茛
萬 

圓
で
あ
つ
た
が
、
大
JE
六
年
々
末
R-
は
四
億
千
百
萬
圓 

k

激
僧
し
た
:0
此
增
加
率
は
：約
十
一
割
：で
あ
る
。
ィ 

.
ニ
、
東
京
貯
藏
銀
行
及
衆
京
貯
蓄
銀
行
の
预
金
總 

額
は
大
疋
ニ
年
末u

1.

千
一
一
西
萬
圆
で
あ
つ
た
の
が
大 

正
六
年
末
に
；.は
ニ
千
离
圓
R

膨
脹
し
た
。
.此
增
加
率
は 

約
七
割
に
相
當
す
る
。
，

'

三

、

#

視

廳

統

計

書

に

藏

す

る

報

告

を

基

礎
<f
し
て 

東
1ゴ

潘

下

に

於

：け

る

劇

場

並

に

見

世

物

の
人

ロ

百

入

@
 

>
9
觀
客
數
を

針

算

し

た

る

に
左

の
如

き

結

染

を

k̂
 O

大
正
ニ
¥

大
.jE
w
¥'-人 

1

三
九

劇

場

(

木
戶
見
物} 

b

,

見

.世

物(

常
設) 

五
.三
四
.

五
六
五
.

•
斯
く
の
如
く
、
劇
場
並
に
見
世
物(

活
動
寫
眞
を
合 

む)

の
«

客
は
典
に
著
し
ぐ
#

加
し
て
ゐ
る
0 

四
、
次
に
闾
じ
ぐ
響
視
廳
の
調
查
に
基
き
て
計
箅
す 

る
に
、
東
京
府
下
に
於
け
る
寄
席
の
入
場
者
は
人
ロ
西 

人
に
#

左
の
割
合
を
以
て
番
加
し
た
。

業業

大

JE
ニ
部 

人 

!
1

•
八

1

〇
七
*
ニ

大
正
五
竿 

人

,
,>
a
®
,3
£
:
 

一
〇
九
。四

猶
十
ニ
#

(

五
一
九)

合

r;
1

ニ 
九
6
 

一
 

raL
* 
九
：
. 

寄
席
の
入
場
潘
は
、.
右

表

に

示

す

が

如

く

盡

.及

夜

典
 

業
を
通
箅
す
れ
ば
、
人
ロ
西
人
に
付
.

1
一
九 

•

o
ょ
-

CN 

ニ 

I

五
'
。：九
に
減
じ
て
ゐ
‘る
.
0然
し
此
減
少
は
：活
動
寫

錄

物

似

騰

货V

生
計
伐
と
0
關
係
に
對
す
る
誤

解

益

て

鲂

叫

號

3i



I
IJ1
!

で

I

同
年
の
犯
難
件

少

し

た

の
で

あ

ら
ぅ
^

m心
は
れ
る 

數
は
開
戰
の
前
年
衣
る
太
要
士
年
^
對
し
て
高
牵
を
保 

づ
て

居

つ

た

が

、

開
戰
直
後
托
比
し
て
低
位
な
る
を
繼 

■て
も

、

東
衆
府
下
の
卞
層
民
の
生
活
狀
態
が
開
戰
後
漸 

次

改

善

せ

ら

つ

S

あ

る

紀

證
W

じ
て
ゐ

る

と

着
做

し

得

總

て

の

事

項

に
?

て

大
$

ハ
年
度
の
統
f t
を
利
.用 

す

る

こ

w

能

は

ざ

る

味

甚

だ

遺

慽

で

ぁ
"る

が

、
斯

◊

の 

如

く

大

茈

芄

年

々
末
^

の

統

計

に
^

す
^

に

侬

り

て

.推 

斷

す

る

ビ

：せ

ば
、

勞

«
者

は

物

«
«.
*
の

爲

め

(-
<
:
生

活
 

上

に

於

て

箸

し

き

厘

逍

を

蒙
&

ざ

る

の

み

な

ら

す

、

寧 

ろ

其

生

活

狀

態

が

改

善

せ

ら

て

ゐ

る

と

論

斷

し

て

も

，差 

支

な

し

ビ

思

は

し

む

る

事

實

が

諸

種

の

統

計

に

現

：は
れ 

居

る

：

©

で
あ

■る
。
. 

.

.六

結

論
 

以
上
論
述
せ
‘る
が
•如
く
、
歐
洲
«
爭
開
始
以
後
昨
年

十
二
月
迄
にI.

般
物
價
は
約
ニ
倍
に
騰
貴
し
た
に
枸
ら 

t

勞
働
著
の
所
得
が：

伞
均
五
割
乃
至
十
割
の
增
加
せ 

る
に
對
し
て
生
計
費
の
膨
脹
は
五
割
內
外
に
過
ぎ
な
い 

結
果
と
し
て
、
彼
等
の
物
質
的
幸
福
：.は
寧
ろ
戰
筚
の
影 

響
に
依
b

て
增
進r

o

れ
た
と
看
倣
し
得
る
の
で
あ
る
。
 

然
し
な
か
ら
、
此
結
論
は
大
工
、
左
官
、
諸
種
工
場
の 

職
工
等
の
所
謂
勞
働
著
の
生
活
狀
態
に
關
す

る

も

の
で 

ぁ
つ
て

.
、
此
等
の
者
ど
同
じ
く
勤
勞
.所
得
紀
依
り
て
衣 

.食
す
る
と
は
云
へ
月
俸
若
し
ぐ
は
年
俸
の
月
割
を
唯
一 

の
收
入
ど
す
る
官
公
斑
、學
■校
敎
員
、鈒
行
會
祉
員
等
に 

は
適
用
し
な
い
乙
ビ
を
斷
つ
て
殺
く
。
尤
も
家
討
处
の 

膨
脹
率
に
關
す
る
硏
究
は
勿
論
少
额
の
月
俸
に
依
ぅ
て 

生
計
®
を
營
む
渚
に
對
し
て
も
大
體
に
於
て
其
儘
常
篏 

_む
る
こ
ど
が
出

.來
る
:̂

思
ふ
。
»

し
然
b

ど
す
れ
ば
、
 

所
謂
月
給
取
ぅ
の
家
計
费
も
開
戰
後
約
五
割
增
加
し
た 

.と
云
ひ
得
る
。
然
る
に
.、
月
給
制
度
に
侬
6

て
勤
勢
に
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ご
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似
騰
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と
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關
係
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對
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ぁ

誤

解
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就
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一

】

七

1

與
の
流
行
等
の
誘
致
し
左
る
窬
席
の
褎
微
に
基
く
も
の
. 

で
あ
つ
七
寄
席
の
入
場
者
0

大
部
分
を
占
む
る
勞
働
素 

の
：餘
裕
の
少
く
な
つ
た
こ
と
を
意
^

し
な
い
の
は
勿
^
 

で
あ
る
。
而
し
.て
、
玆
に
特
に
注
目
に
値
a

す
る
は
晝
：
 

興
行
の
入
場
者
が
人
ロ
西
人
に
#

1I 

•八
人
ょ
1

ハ
。
 

瓦
人
に
激
減
せ
.る
に
、
夜
僩
典
業
の
入
場
者
が
却
つ
て 

1

0
七

，
ニ

ょ

り

1

〇
九
*
吗
に
猶
加
む
た
こ
^
に
外
な 

ら
なS

。

齋
席
が
活
動
寫
眞
の
流
行
以
來
漸
次
衰
退
す 

る
の
傾
向
を
示
せ
名
に
も
拘
&
.
t、
何
ほ
夜
間
奥
業
の 

A

場
考
が
多
少
增
加
し
た

の

は
勞
働
漭
の
懷
合
が
良
ぐ 

^
つ
^
;1

■

で
は
あ
る
ま
ぃ
か
。
.又
晝
興
業
入
場
者
の 

減
退
せ
し
は
勞
働
潘
の
仕
事
が
多
く
な
つ
た
爲
め
に
、

畫

間

寄

席

に

出

人

す

る

餘

暇

が

減

^

れ

結

果

ビ

看

做

す 

こ

^
を

得

な

い

で

も

な

い

と

思

ふ

。

五
，
斯
く
の
如
く
？
東
京
府
下
に
於
け
る
殿
樂
機
關 

,利
用
者
の
統
計
は
開
戰
以
後
に
於
て
勞
働
者
の
生
活
が
::
:

M

か
に
爲
•つ
た
ご
と
を
指
示
し
て「

ゐ
る
が
、
下
層
民
0
 

生
：活
狀
鱗w

密
接
の
I

 

る

犯

罪

が

#

_

せ

る 

か
或
ば
減
少
せ
る
か
?:
次
に
示
す
乙V」

に
す
る
。
左
に 

揭
ぐ
る
は
響
視
廳
の
報
告
に
基
き
.て
ft
算
せ
る
人
口
一 

千
人
當
り
の
東
京
府
下
に
於
け
る
諸
種
犯
罪
件
數
で
ぁ

大
正
.ニ
年

r

m

大
正
三
年 

1.

四I

*—*

大
：止
四
年 

一
四
九

大
正
玉
年仲

1

三
.五

右
表
^

示
ず
が
如
く
、
犯
罪
件
數
は
開
戰
の
前
年
た 

る
大
正
ニ
年
ょ
&
大
疋
四
年
迄
漸
次
增
加
せ
る
が
ヽ
大 

正M

年
に
は
激
減
し
て
ゐ
.る
o

歐
洲
戰
亂
の
勃
發
せ

し
 

大
疋
四
年
夏
期
に
至
る
迄
我
國
の
經
濟
界
はi

般
に
不 

景
氣
.で
あ
つ
た
の
で
、
太
正
王
四
の
雨
年
に
犯
雜
が
增 

.加
し
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
其
後
景
氣
が
恢
復
し
大
疋
2C
年 

に
は
新
企
業
が
勃
興
し
、
勞
力
の
需
用
激
增
し
た
結
果 

<

し

て

同

年

に

於

け

，
る

犯

»

#
數
が
胄
年
に
^
し
て
減

i

j



物

愤
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係
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誤

解
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就

て
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對
す
る
報
酬
を
受
く
る
满
の
收
入
は
月
給
が
» .
.率
せ)

ら 

れ
ざ
る
限
b

は
增
加
し
な
い
。
從
つ
て
、
其
增
加
が
五 

割
に
達
せ
ざ
る
場
合
に
は
生
活
上
の
腮
迪
が
a i

へ
ら
る 

、

.も
の

，で
あ
る
ビ
論
斷
し
#
るc

營
利
會
社
の
多
く
は 

ゝ
戰
時
刺
得
の
激
增
せ
る
結
染
と
し
セ
t h

員
の
俸
給
を
增 

率
ず
る
か
若
し
く
ば
多
額
の
臨
時
手
當
を
給
し
.
て
居
る
,
 

が
故
に
、
會
社
員
は
槪
ね
物
價
暴
騰
に
對
し
て
殆
ん
ど
. 

何
等
の
痛
痒
を
感
じ
.
て
居
る
ま
い
'
と
思
.は
れ
.
る
。
之
に
. 

反
し
て
下
級
官
公
斑
並
に
學
棧
敎
員
に
對
し
て
は
.谷
方 

而
に
於
て
多
少
の
增
俸
を
行
.ひ
臨
時
手
當
を
支
給
し
て 

居
る
が
、：
予
の
聞
知
し
た
る
所
に
據
れ
ば
、
其
率
は
物 

ー
價
騰
貴
に
基
く
生
計
费
膨
脹
の
劍
合
に
達
し
て
.ゐ
な
い 

惮
つ
ぜ
此
階
級
間
に
於
て
ば
糙
か
に
生
活
難
の
冏
題
^

 

起
：つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
彼
等
が
生
活
_
ょ
り
脫
す
る 

に
は
、
家
族
の
增
加
S

子
弟
の
成
長
等
の
誘
致
せ
る
家 

計
费
の
膨
腺
に
對
す
る
相
等
の
增
收
以
外
に
彼
等
の
所

得

は

開

戰

前

に

比

し

で

少

ぐ
^:
も

五

割

程

僧

加

す

る

之

と
を
要
ず
る
の
で
あ
る
；。

.

,
/

.
じ

體

が

，軍
人
裉
厕
の
家
族
及
び
«
爭
に
ょ
る
失
職
考
を
無 

經

濟

時

事

評

論

：

:v 

•

償

に

て

給

養

し

つ

V
あ

る

が

如

き

如

何

に

も

其

國

民

の 

. 

經
濟
生

活

が

濃

厚

な

る

國

家

社

會

主
_

的

色

.彩

を

帶

ぶ
 

. 

:

安
：；
川
；貞

三

る
を
覺

ゆ

る
の
で
あ
る

。

斯

く
の
如

き

は

是
れ
明
か
に
'

.
I

各

國

が

其

運

命

を

賭

し

た

る

戰

^*
.
を

遂

行

す

る

に

際

し
 

經
濟
生
活
の
軍
國
主
義
化
. 

其
經
濟
力
を
擧
げ
て
，之
に
靡
ず
る
必
要
上
ょ
り
來
々
た 

ー
各
種
の
國
家
的
及
社
會
的
拘
朿
の
續
出
^
來
れ
る
今
る
も
の
で
蓋
し
避
く
可
か
ら
ざ
る
唯
一
の
方
法
で
あ
つ 

日
に
於
て
も
倚
自
由
競
爭
が
經
濟
社
會
の
«

底

を

な

j

た
の
で
あ
る
。
然

b

旣
に
戰
.爭
の
遂
行
に
伴
ふ
應
急
手 

し
、
營
71
)

£
か
凡
て
.の
&
»
的
活
動
の
原
動
カ
で
あ
るj

段
た
る
.以
__上
、
か
'

A

る
國
家
的
支
配
は
、
單
に
今
日
の
. 

:

己
？
は
、
經
濟
學
敎
科
書
.の
吾
，人
，に
敎
ふ
る
所
で
め
る
。
|

經
濟
制
度
の
根
底
た
る
自
由
競
爭
R

對
す
る
一
時
的
例 

而
も
今
日
世
界
戰
爭
の
渦
中
に
あ
る
歐
米
軍
國
の
實
際
外
で
あ
つ
て
、
戰
爭
の
終
熄
と
同
時
に
撤
廢
せ

.ら
る
可
. 

に
於
て
は
、
か
\
る
經
濟
上
の
自
由
又
は
貨
幣
的
刺
益y

き
も
の
で
あ
る
か
、
或
ば
是
れ
自
由
競
爭
の
時
代
：の
：旣 

の
逍
及
は
之
を
觅
る
に
由
な
く
、
重
耍
な
る
財
貨
に
し
に
過
ぎ
去
ぅ
、
新
經
濟
主
義
の
上
に
立
つ
新
經
濟
刺
度
'

.

で

其
生
產
交
易
は
勿
論
分
配
、
消
費
に
至

る

迄
も

之
.を

-'
'

の

出
現
を
意
味
す
る

も

の

で

は

な

か

ら

ぅ

か

。

國
家
盼
制
鍵

r

統
制
の
下
に
®
か
れ
て
を
る
も
の
が
甚
勿
論
何
人
と
雖
も
今
日
の
戰
時
施
設
の
全
部
が
悉
く 

だ
多
>
い
"

殊
化
國
に
1 :

れ
て
ば
市
町
林
其
他
'
の
茲
共
» 1
戰
後
.に
：繼
續
せ
も
る
可
じ
在
斷
茛
す
る
も
の
«

な
い
？

.
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